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光イオン化，光誘起電子移動反応で生成するラジカルイオン対 (R 1 P) の性質と動的挙動の研究は
光化学，光生物反応の機構を明らかにするための基礎として極めて重要である。本論文は， R 1 P にお




ており数100ガウス程度の外部磁場の影響を受ける弱い相互作用の R 1 P ，生成直後に解離するもっと
弱い相互作用のものや，この程度の外部磁場では，影響を受けない強い相互作用を行っている RIP等
の存在を明らかにし，極性溶液の光化学反応における RIPの性質と挙動に関し新しい重要な情報を与
えた。また光合成モデル系として興味があるポルフィリン-MV 2 +分子内エキサイプレックス系で生成
する長寿命分子内RIP の性質を外部磁場効果により調べ，ポルフィリン三重項からの電子移動で生成
したものである事を明らかにした。以上の結果は，光化学初期過程の解明に対する重要な寄与であり，
学位論文として価値あるものと認める。
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